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【手続補正書】
【提出日】平成20年5月20日(2008.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷ジョブに基づいて印刷処理を行う印刷処理手段を有する印刷装置を備え、認証を得
て前記印刷装置が前記印刷処理を行う印刷システムであって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ取得手段によって取
得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段と、認証情報を取
得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段によって取得した認証情報に基づいて
前記印刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定手段と、前記印刷装置の状態を制御す
る動作状態制御手段と、前記印刷装置における前記印刷処理の完了を検出する印刷処理完
了検出手段と、前記動作状態制御手段からの命令と前記印刷装置の状態を稼働状態から省
電力状態へと切り替えるまでの稼動状態の待機時間である切替時間に対する経過時間との
いずれか一方に基づいて、前記印刷装置の状態を、前記印刷処理を実行可能とする稼働状
態と前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省電力状態とのいずれか一方に切り換え
る省電力切替手段と、を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段によって当該印刷ジョブの印刷処
理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていることを特徴と
する印刷システム。
【請求項２】
　印刷ジョブに基づいて印刷処理を行う印刷処理手段を有する印刷装置を備え、認証を得
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て前記印刷装置が前記印刷処理を行う印刷システムであって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ取得手段によって取
得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段と、認証情報を取
得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段によって取得した認証情報に基づいて
前記印刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定手段と、前記印刷装置の状態を制御す
る動作状態制御手段と、前記動作状態制御手段からの命令と前記印刷装置の状態を稼働状
態から省電力状態へと切り替えるまでの稼動状態の待機時間である切替時間に対する経過
時間とのいずれか一方に基づいて、前記印刷装置の状態を、前記印刷処理を実行可能とす
る稼働状態と前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省電力状態とのいずれか一方に
切り換える省電力切替手段と、を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取
得後に、前記省電力状態を前記稼働状態に移行させる省電力解除命令を前記省電力切替手
段に出力するようになっていることを特徴とする印刷システム。
【請求項３】
　前記印刷装置における前記印刷処理の完了を検出する印刷処理完了検出手段を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段によって前記印刷ジョブの印刷処
理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていることを特徴と
する請求項２に記載の印刷システム。
【請求項４】
　前記印刷ジョブの印刷指示を行う印刷指示装置を、前記印刷ジョブ保存手段を有する装
置とデータ通信可能に接続し、
　前記印刷指示装置は、前記印刷ジョブを、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に対
応した前記印刷ジョブ保存手段を有する装置に送信する印刷指示手段と、前記印刷装置に
設定されている前記切替時間の変更指示を行う切替時間変更指示手段とを有し、
　前記印刷装置は、前記動作状態制御手段からの切替時間変更命令に基づき、当該印刷装
置において設定されている前記切替時間を変更する切替時間変更手段を有し、
　前記動作状態制御手段は、前記切替時間変更指示手段からの指示に応じて、前記切替時
間変更手段に切替時間変更命令を出力するようになっており、前記印刷処理完了検出手段
によって、前記切替時間が変更された印刷装置に対応する印刷ジョブの印刷処理が完了し
たことが検出されたとき、または変更後の前記切替時間が経過したときに、印刷指示先の
印刷装置に現在設定されている切替時間を、変更前の切替時間に戻すための切替時間変更
命令を前記切替時間変更手段に出力するようになっていることを特徴とする請求項３に記
載の印刷システム。
【請求項５】
　前記印刷装置を管理する印刷装置管理用装置を、前記印刷装置とデータ通信可能に接続
し、
　前記印刷装置管理用装置は、前記印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ保存手段と、
前記認証情報取得手段と、前記利用適格判定手段と、前記動作状態制御手段と、前記印刷
処理完了検出手段と、前記印刷ジョブ記憶手段に記憶された印刷ジョブのうち前記利用適
格判定手段が利用適格を有すると判定した印刷ジョブを前記印刷装置に送信する印刷ジョ
ブ送信手段とを有し、
　前記印刷装置は、前記印刷ジョブを受信する印刷ジョブ受信手段を有し、前記印刷処理
手段は、前記印刷ジョブ受信手段で受信した印刷ジョブに基づいて印刷処理を行うように
なっていることを特徴とする請求項３又は請求項４に記載の印刷システム。
【請求項６】
　前記印刷装置は、前記印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ保存手段と、前記認証情
報取得手段と、前記利用適格判定手段と、前記動作状態制御手段と、前記印刷処理完了検
出手段とを有することを特徴とする請求項３又は請求項４に記載の印刷システム。
【請求項７】
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　前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取得後に、当該印刷ジョブの
印刷指示先の印刷装置に設定されている切替時間の情報である設定時間情報を取得する設
定時間情報取得手段と、前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取得後
の時刻情報を取得し、当該取得した時刻情報と、前記設定時間情報取得手段によって取得
した設定時間情報とに基づき、当該印刷ジョブに対する前記稼動状態の有効期限を算出す
る有効期限算出手段と、現在の時刻情報を取得し、当該時刻情報と、当該有効期限算出手
段によって算出された有効期限とに基づき、現在の時刻が前記有効期限を経過したか否か
を監視する経過有無監視手段とを備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段の検出結果および前記経過有無監
視手段の監視結果に基づき、前記印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、または当該印刷
ジョブの前記有効期限が切れたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていると共に、当該
印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に現在設定されている切替時間を、当該印刷ジョブに
対応する前記設定時間情報の示す切替時間に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間
変更手段に出力するようになっていることを特徴とする請求項４乃至請求項６のいずれか
１項に記載の印刷システム。
【請求項８】
　前記切替時間変更手段によって変更された切替時間に基づき、前記有効期限を更新する
有効期限更新手段を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷ジョブ記憶手段が、同一の前記印刷装置に対する有
効期限内の複数の印刷ジョブを保存しているときに、前記印刷処理完了検出手段の検出結
果および前記経過有無監視手段の監視結果に基づき、前記保存された複数の印刷ジョブの
うち、いずれか一の印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、またはいずれか一の印刷ジョ
ブの前記有効期限が切れたときに、次に有効期限の切れる印刷ジョブに対応した前記設定
時間情報を、前記印刷処理が完了または前記有効期限が切れた印刷ジョブに対応した設定
時間情報に変更するようになっており、前記保存された複数の印刷ジョブから有効期限内
の印刷ジョブが無くなったときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移行さ
せる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていると共に、当該印刷
装置に現在設定されている前記切替時間を、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、最
後に印刷処理が完了した印刷ジョブまたは最後に有効期限が切れた印刷ジョブに対応する
設定時間情報に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間変更手段に出力するようにな
っていることを特徴とする請求項７記載の印刷システム。
【請求項９】
　印刷ジョブの印刷指示を行う印刷指示装置であって、
　前記印刷ジョブを、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に対応した、前記印刷ジョ
ブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段を有する装置に送信する印刷指示
手段と、前記印刷装置に設定されている当該印刷装置の状態を、印刷処理を実行可能とす
る稼働状態から前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省電力状態へと切り替えるま
での前記稼動状態の待機時間である切替時間の変更指示を行う切替時間変更指示手段とを
有することを特徴とする印刷指示装置。
【請求項１０】
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置を管理する印刷装置管理用装置であって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ取得手段によって取
得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段と、認証情報を取
得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段で取得した認証情報に基づいて前記印
刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定手段と、前記印刷装置の状態を制御する動作
状態制御手段と、前記印刷ジョブ記憶手段に保存された印刷ジョブのうち前記利用適格判
定手段が利用適格を有すると判定した印刷ジョブを前記印刷装置に送信する印刷ジョブ送
信手段とを有し、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷ジョブを取得後に、前記印刷処理の待機時の駆動電
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力を低減する省電力状態を前記印刷処理を実行可能とする稼働状態に移行させる省電力解
除命令を前記印刷装置に送信するようになっていることを特徴とする印刷装置管理用装置
。
【請求項１１】
　前記印刷装置における前記印刷処理の完了を検出する印刷処理完了検出手段を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段によって当該印刷ジョブの印刷処
理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記印刷装置に送信するようになっていることを特徴とする請
求項１０に記載の印刷装置管理用装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】印刷システム、印刷指示装置及び印刷装置管理用装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　このような問題は、ネットワークプリンタで印刷を行う場合に限らず、プロジェクタや
ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等の表示出力デバイスをネットワークに接続し、表示
出力デバイスで表示を行う場合などでも同様に想定される。
　そこで、本発明は、このような従来の技術の有する未解決の課題に着目してなされたも
のであって、認証出力システムにおいて、すみやかな出力処理の開始と省電力とを両立す
るのに好適な印刷システム、印刷指示装置及び印刷装置管理用装置を提供することを目的
としている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　〔形態８〕　上記目的を達成するために、形態８の印刷システムは、
印刷ジョブに基づいて印刷処理を行う印刷処理手段を有する印刷装置を備え、認証を得て
前記印刷装置が前記印刷処理を行う印刷システムであって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ取得手段によって取
得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段と、認証情報を取
得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段によって取得した認証情報に基づいて
前記印刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定手段と、前記印刷装置の状態を制御す
る動作状態制御手段と、前記印刷装置における前記印刷処理の完了を検出する印刷処理完
了検出手段と、前記動作状態制御手段からの命令と前記印刷装置の状態を稼働状態から省
電力状態へと切り替える（この切替は、例えば、自動的に行われる）までの稼動状態の待
機時間である切替時間に対する経過時間とのいずれか一方に基づいて、前記印刷装置の状
態を、前記印刷処理を実行可能とする稼働状態と前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減
する省電力状態とのいずれか一方に切り換える省電力切替手段と、を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段によって当該印刷ジョブの印刷処
理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていることを特徴と
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している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　このような構成であれば、印刷ジョブ取得手段によって印刷ジョブが取得されると、印
刷ジョブ保存手段を有する装置では、印刷ジョブ保存手段によって、前記取得した印刷ジ
ョブが印刷ジョブ記憶手段に保存される。
　また、前記動作状態制御手段によって、前記印刷処理完了検出手段によって印刷ジョブ
の印刷処理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から省電力状態
に移行させる省電力移行命令が前記省電力切替手段に出力される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　また、印刷装置では、省電力移行命令が入力されると、省電力切替手段によって、現在
の状態が稼動状態であれば、現在の状態が稼動状態から省電力状態へと移行される。
　また、認証情報取得手段によって、認証情報が取得されると、利用適格判定手段によっ
て、当該取得された認証情報に基づいて、印刷ジョブの利用適格が判定される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　また、印刷装置では、当該印刷装置が稼働状態のときに、印刷ジョブ記憶手段に保存さ
れた印刷ジョブのうち、利用適格判定手段によって利用適格を有すると判定された印刷ジ
ョブに基づいて印刷処理が行われる。
　従って、印刷ジョブの印刷処理が完了したときに、稼働状態から省電力状態へと移行す
るようにしたので、印刷装置に、印刷完了までに必要な時間だけ稼動状態を維持させ、そ
れ以外は省電力状態で節電させることができるという効果が得られる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　ここで、上記印刷ジョブは、文書エディタや画像エディタ等により作成された文書ファ
イルや画像ファイル等の作成ファイルそのもの、またはこれら文書ファイルや画像ファイ
ルを中間言語（例えば、ＰＤＬ等のページ記述言語）の記述に変換した中間ファイルなど
の印刷対象データ（以下、印刷データと称す）と、カラー／モノクロ、用紙サイズ、割付
数、両面／片面等の印刷設定情報、上記利用適格判定手段で判定を行うためのユーザ情報
等を含んでなる判定用情報、印刷指示先の印刷装置の情報（ＭＡＣアドレス、ＩＰアドレ
ス等）、印刷指示元の指示装置の情報（ＭＡＣアドレス、ＩＰアドレス等）、印刷指示時
の時刻情報などを含んでなる印刷要求に関する情報とから構成される。従って、印刷装置
で行われる印刷処理としては、印刷ジョブに基づき印刷媒体（紙、ＣＤ，ＤＶＤメディア
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の表面等）に文字や絵を印刷して出力する処理だけに限らず、文書ファイルや画像ファイ
ルを中間言語の記述に変換する処理や、中間ファイルを印刷用の画像データ（例えば、ビ
ットマップデータ）に変換するレンダリング処理なども含む場合がある。以下、形態９の
印刷システム、形態１７の印刷指示装置、形態１９の印刷装置管理用装置、形態２２及び
２３の印刷装置、形態２８の印刷指示プログラム、形態３０の印刷装置管理プログラム、
形態３３及び形態３４の印刷装置制御プログラム、並びに形態３９の印刷方法において同
じである。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　また、上記「認証情報」は、ユーザの識別情報やパスワード情報等の、ユーザの正当性
を判断するための情報である。以下、形態９の印刷システム、形態１７の印刷指示装置、
形態１９の印刷装置管理用装置、形態２２及び２３の印刷装置、形態２８の印刷指示プロ
グラム、形態３０の印刷装置管理プログラム、形態３３及び形態３４の印刷装置制御プロ
グラム、並びに形態３９の印刷方法において同じである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　また、上記「利用適格の判定処理（認証処理）」は、認証情報取得手段で認証情報を取
得後、即判定処理が開始されることが望ましい。以下、形態９の印刷システム、形態１７
の印刷指示装置、形態１９の印刷装置管理用装置、形態２２及び２３の印刷装置、形態２
８の印刷指示プログラム、形態３０の印刷装置管理プログラム、形態３３及び形態３４の
印刷装置制御プログラム、並びに形態３９の印刷方法において同じである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　また、上記「動作状態制御手段」は、印刷装置の状態の制御処理として、省電力状態の
解除命令や省電力状態への移行命令等を省電力切替手段に出力して、印刷処理を直ぐに実
行可能とする稼動状態及び当該印刷装置の駆動電力を低減する省電力状態の切替処理を行
う。以下、形態９の印刷システム、形態１７の印刷指示装置、形態１９の印刷装置管理用
装置、形態２２及び２３の印刷装置、形態２８の印刷指示プログラム、形態３０の印刷装
置管理プログラム、形態３３及び形態３４の印刷装置制御プログラム、並びに形態３９の
印刷方法において同じである。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　また、上記「印刷処理完了検出手段」は、例えば、印刷装置の有する印刷ジョブ管理機
能に問い合わせることによって、印刷処理を終了を判断する。印刷ジョブ管理機能は、一
般の印刷装置において公然の機能である。以下、形態１０の印刷システム、形態１７の印
刷指示装置、形態１９の印刷装置管理用装置、形態２２及び２３の印刷装置、形態２８の
印刷指示プログラム、形態３０の印刷装置管理プログラム、形態３３及び形態３４の印刷
装置制御プログラム、並びに形態３９の印刷方法において同じである。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　また、上記「省電力解除命令」は、印刷装置の状態を、省電力状態から稼動状態へと切
り替える役割以外に、印刷装置が稼動状態中のときは、稼動状態の経過時間を測定してい
るタイマ等の測定値をクリアする役割を持たせても良い。以下、形態１０の印刷システム
、形態１７の印刷指示装置、形態１９の印刷装置管理用装置、形態２２及び２３の印刷装
置、形態２８の印刷指示プログラム、形態３０の印刷装置管理プログラム、形態３３及び
形態３４の印刷装置制御プログラム、並びに形態３９の印刷方法において同じである。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　また、本システムは、印刷装置を、その他の装置、端末、機器等と通信可能に接続した
ネットワークシステムとして実現するようにしてもよい。この場合、印刷ジョブ記憶手段
、印刷ジョブ保存手段、認証情報取得手段、利用適格判定手段、動作状態制御手段および
印刷処理完了検出手段は、印刷装置、その他の機器等のいずれに属していてもよい。以下
、形態９の印刷システムにおいて同じである。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　〔形態９〕　上記目的を達成するために、形態９の印刷システムは、
　印刷ジョブに基づいて印刷処理を行う印刷処理手段を有する印刷装置を備え、認証を得
て前記印刷装置が前記印刷処理を行う印刷システムであって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ取得手段によって取
得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段と、認証情報を取
得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段によって取得した認証情報に基づいて
前記印刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定手段と、前記印刷装置の状態を制御す
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る動作状態制御手段と、前記動作状態制御手段からの命令と前記印刷装置の状態を稼働状
態から省電力状態へと切り替える（この切替は、例えば、自動的に行われる）までの稼動
状態の待機時間である切替時間に対する経過時間とのいずれか一方に基づいて、前記印刷
装置の状態を、前記印刷処理を実行可能とする稼働状態と前記印刷処理の待機時の駆動電
力を低減する省電力状態とのいずれか一方に切り換える省電力切替手段と、を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取
得後に、前記省電力状態を前記稼働状態に移行させる省電力解除命令を前記省電力切替手
段に出力するようになっていることを特徴としている。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　このような構成であれば、印刷ジョブ取得手段によって印刷ジョブが取得されると、印
刷ジョブ保存手段を有する装置では、印刷ジョブ保存手段によって、前記取得した印刷ジ
ョブが印刷ジョブ記憶手段に保存される。
　また、前記動作状態制御手段によって、前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印
刷ジョブを取得後に、印刷装置の状態を、省電力状態から稼働状態に移行させる省電力解
除命令が前記省電力切替手段に出力される。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　また、印刷装置では、省電力解除命令が入力されると、省電力切替手段によって、現在
の状態が省電力状態であれば、現在の状態が省電力状態から稼働状態へと移行される。
　また、認証情報取得手段によって、認証情報が取得されると、利用適格判定手段によっ
て、当該取得された認証情報に基づいて、印刷ジョブの利用適格が判定される。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　また、印刷装置では、当該印刷装置が稼働状態のときに、印刷処理手段によって、印刷
ジョブ記憶手段に保存された印刷ジョブのうち、利用適格判定手段によって利用適格を有
すると判定された印刷ジョブに基づいて印刷処理が行われる。
　従って、前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取得後に、省電力解
除命令の出力処理が実行されるので、さほど時間をおかずに、印刷装置の状態が省電力状
態のときには、稼働状態へと移行する。これにより、ユーザが認証を得ると、省電力状態
から稼働状態への移行にかかる待ち時間が無い状態又は通常よりも短い状態で印刷装置に
印刷処理を開始させることができるという効果が得られる。
　ここで、上記「動作状態制御手段」は、例えば、印刷ジョブ保存手段が印刷ジョブを取
得した段階で通知するイベントに基づき、当該印刷ジョブ保存手段を備える装置が印刷ジ
ョブを取得したことを判断する。以下、形態１７の印刷指示装置、形態１９の印刷装置管
理用装置、形態２２及び２３の印刷装置、形態２８の印刷指示プログラム、形態３０の印
刷装置管理プログラム、形態３３及び形態３４の印刷装置制御プログラム、並びに形態３
９の印刷方法において同じである。
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　また、上記「省電力解除命令」は、印刷装置の状態を、省電力状態から稼動状態へと切
り替える役割以外に、印刷装置が稼動状態中のときは、稼動状態の経過時間を測定してい
るタイマ等の測定値をクリアする役割を持たせても良い。以下、形態１７の印刷指示装置
、形態１９の印刷装置管理用装置、形態２２及び２３の印刷装置、形態２８の印刷指示プ
ログラム、形態３０の印刷装置管理プログラム、形態３３及び形態３４の印刷装置制御プ
ログラム、並びに形態３９の印刷方法において同じである。
　また、上記「取得後に」とは、例えば、印刷ジョブの受信後で、当該印刷ジョブを印刷
ジョブ記憶手段に保存する前、または保存した後のいずれのタイミングでも良いが、ネッ
トワークでの遅延等を考慮して、できるだけ速いタイミングで各情報の取得処理及び各命
令の出力処理を行うことが望ましい。以下、形態１７の印刷指示装置、形態１９の印刷装
置管理用装置、形態２２及び２３の印刷装置、形態２８の印刷指示プログラム、形態３０
の印刷装置管理プログラム、形態３３及び形態３４の印刷装置制御プログラム、並びに形
態３９の印刷方法において同じである。
　〔形態１０〕　更に、形態１０の印刷システムは、形態９の印刷システムにおいて、
　前記印刷装置における前記印刷処理の完了を検出する印刷処理完了検出手段を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段によって前記印刷ジョブの印刷処
理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていることを特徴と
している。
　このような構成であれば、動作状態制御手段によって、印刷処理完了検出手段によって
印刷ジョブの印刷処理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から
省電力状態に移行させる省電力移行命令が前記省電力切替手段に出力される。
　また、印刷装置では、省電力移行命令が入力されると、省電力切替手段によって、現在
の状態が稼動状態であれば、現在の状態が稼動状態から省電力状態へと移行される。
　従って、印刷ジョブ保存手段を有する装置が印刷ジョブを取得後に、省電力解除命令の
出力処理が実行されるので、さほど時間をおかずに、印刷装置の状態が省電力状態のとき
には、稼働状態へと移行し、且つ当該印刷ジョブの印刷処理が完了したときには、稼働状
態から省電力状態へと移行するようにしたので、ユーザが認証を得ると、省電力状態から
稼働状態への移行にかかる待ち時間が無い状態又は通常よりも短い状態で印刷装置に印刷
処理を開始させることができると共に、印刷装置に、印刷完了までに必要な時間だけ稼動
状態を維持させ、それ以外は省電力状態を維持させることができる。これにより、印刷処
理を比較的短い時間で完了できる状態で効率よく節電させることができるという効果が得
られる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　〔形態１１〕　更に、形態１１の印刷システムは、形態１０の印刷システムにおいて、
　前記印刷ジョブの印刷指示を行う印刷指示装置を、前記印刷ジョブ保存手段を有する装
置とデータ通信可能に接続し、
　前記印刷指示装置は、前記印刷ジョブを、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に対
応した前記印刷ジョブ保存手段を有する装置に送信する印刷指示手段と、前記印刷装置に
設定されている前記切替時間の変更指示を行う切替時間変更指示手段とを有し、
　前記印刷装置は、前記動作状態制御手段からの切替時間変更命令に基づき、当該印刷装
置において設定されている前記切替時間を変更する切替時間変更手段を有し、
　前記動作状態制御手段は、前記切替時間変更指示手段からの指示に応じて、前記切替時
間変更手段に切替時間変更命令を出力するようになっており、前記印刷処理完了検出手段
によって、前記切替時間が変更された印刷装置に対応する印刷ジョブの印刷処理が完了し
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たことが検出されたとき、または変更後の前記切替時間が経過したときに、印刷指示先の
印刷装置に現在設定されている切替時間を、変更前の切替時間に戻すための切替時間変更
命令を前記切替時間変更手段に出力するようになっていることを特徴としている。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　また、切替時間が変更されたときに印刷ジョブ記憶手段に保存された印刷ジョブの印刷
処理が完了、またはこの切替時間が経過したときには、変更した切替時間を変更前の切替
時間に戻すようにしたので、元々の切替時間よりも長い切替時間が設定され続けることに
よる消費電力の無用な増加や、元々の切替時間よりも短い切替時間が設定され続けること
による印刷装置の利便性の悪化などを防ぐことができるという効果が得られる。
　ここで、上記「印刷装置に対応した印刷ジョブ保存手段」とは、当該印刷装置で印刷す
る印刷ジョブを保存する印刷ジョブ保存手段のことである。以下、形態３９の印刷方法に
おいて同じである。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　〔形態１２〕　更に、形態１２の印刷システムは、形態１０又は１１の印刷システムに
おいて、
　前記印刷装置を管理する印刷装置管理用装置を、前記印刷装置とデータ通信可能に接続
し、
　前記印刷装置管理用装置は、前記印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ保存手段と、
前記認証情報取得手段と、前記利用適格判定手段と、前記動作状態制御手段と、前記印刷
処理完了検出手段と、前記印刷ジョブ記憶手段に記憶された印刷ジョブのうち前記利用適
格判定手段が利用適格を有すると判定した印刷ジョブを前記印刷装置に送信する印刷ジョ
ブ送信手段とを有し、
　前記印刷装置は、前記印刷ジョブを受信する印刷ジョブ受信手段を有し、前記印刷処理
手段は、前記印刷ジョブ受信手段で受信した印刷ジョブに基づいて印刷処理を行うように
なっていることを特徴としている。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　〔形態１３〕　更に、形態１３の印刷システムは、形態１０又は１１の印刷システムに
おいて、
　前記印刷装置は、前記印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ保存手段と、前記認証情
報取得手段と、前記利用適格判定手段と、前記動作状態制御手段と、前記印刷処理完了検
出手段とを有することを特徴としている。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６４】
　〔形態１４〕　更に、形態１４の印刷システムは、形態１０乃至１２のいずれか１の印
刷システムにおいて、
　前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取得後に、当該印刷ジョブの
印刷指示先の印刷装置に設定されている切替時間の情報である設定時間情報を取得する設
定時間情報取得手段と、前記印刷ジョブ保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取得後
の時刻情報を取得し、当該取得した時刻情報と、前記設定時間情報取得手段によって取得
した設定時間情報とに基づき、当該印刷ジョブに対する前記稼動状態の有効期限を算出す
る有効期限算出手段と、現在の時刻情報を取得し、当該時刻情報と、当該有効期限算出手
段によって算出された有効期限とに基づき、現在の時刻が前記有効期限を経過したか否か
を監視する経過有無監視手段とを備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段の検出結果および前記経過有無監
視手段の監視結果に基づき、前記印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、または当該印刷
ジョブの前記有効期限が切れたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていると共に、当該
印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に現在設定されている切替時間を、当該印刷ジョブに
対応する前記設定時間情報の示す切替時間に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間
変更手段に出力するようになっていることを特徴としている。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　従って、前記印刷ジョブ記憶手段に保存された印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、
または当該印刷ジョブの有効期限が切れたときに、現在設定されている切替時間を、印刷
ジョブの取得時に設定されていた切替時間（設定時間情報の示す切替時間）、例えば、印
刷装置に元々設定されていた切替時間に戻すようにしたので、例えば、ユーザからの指示
によって切替時間が変更された場合に、元々の切替時間よりも長い切替時間が設定され続
けることによる消費電力の無用な増加や、元々の切替時間よりも短い切替時間が設定され
続けることによる印刷装置の利便性の悪化などを防ぐことができるという効果が得られる
。
　ここで、上記「経過有無監視手段」は、継続的な監視又は断続的な監視の少なくとも一
方を行うことが可能である。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　〔形態１５〕　更に、形態１５の印刷システムは、形態１４の印刷システムにおいて、
　前記切替時間変更手段によって変更された切替時間に基づき、前記有効期限を更新する
有効期限更新手段を備え、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷ジョブ記憶手段が、同一の前記印刷装置に対する有
効期限内の複数の印刷ジョブを保存しているときに、前記印刷処理完了検出手段の検出結
果および前記経過有無監視手段の監視結果に基づき、前記保存された複数の印刷ジョブの
うち、いずれか一の印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、またはいずれか一の印刷ジョ
ブの前記有効期限が切れたときに、次に有効期限の切れる印刷ジョブに対応した前記設定
時間情報を、前記印刷処理が完了または前記有効期限が切れた印刷ジョブに対応した設定
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時間情報に変更するようになっており、前記保存された複数の印刷ジョブから有効期限内
の印刷ジョブが無くなったときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移行さ
せる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていると共に、当該印刷
装置に現在設定されている前記切替時間を、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、最
後に印刷処理が完了した印刷ジョブまたは最後に有効期限が切れた印刷ジョブに対応する
設定時間情報に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間変更手段に出力するようにな
っていることを特徴としている。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　〔形態１６〕　更に、形態１６の印刷システムは、形態１１乃至１５のいずれか１の印
刷システムにおいて、
　前記設定する切替時間の上限を１５～３０分の範囲内としたことを特徴としている。
　このような構成であれば、設定できる切替時間の上限が１５～３０分の範囲内となる。
この上限時間の範囲１５～３０分は、印刷指示装置などから印刷ジョブを送信してから、
印刷装置において当該印刷ジョブに対する印刷処理が実行されるまでの時間が概ね３０分
以内となる調査結果に基づくものであり、特に、３０分を越えてから印刷処理が行われる
場合は、ユーザが印刷ジョブを送信したことを忘れる等の何らかの特別な事情がある場合
がほとんどとなり、このような場合は当該印刷ジョブの印刷処理が行われないことが多い
。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　従って、切替時間を、１５～３０分の範囲内でかつ利便性を損なわない適切な時間に設
定するように指示を出すことで、利便性を損なわず且つ省電力効果の高い切替時間の設定
ができるという効果が得られる。
　なお、上限時間だけでなく、調査結果などに基づいて、利便性を損なわない適切な下限
時間を設定するようにしても良い。以下、形態１８の印刷指示装置、形態２９の印刷指示
プログラム及び形態４５の印刷方法において同じである。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　〔形態１７〕　一方、上記目的を達成するために、形態１７の印刷指示装置は、
　印刷ジョブの印刷指示を行う印刷指示装置であって、
　前記印刷ジョブを、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に対応した、前記印刷ジョ
ブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段を有する装置に送信する印刷指示
手段と、前記印刷装置に設定されている当該印刷装置の状態を、印刷処理を実行可能とす
る稼働状態から前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省電力状態へと切り替えるま
での前記稼動状態の待機時間である切替時間の変更指示を行う切替時間変更指示手段とを
有することを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１１の印刷システムにおける印刷指示装置と同等の作用
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及び効果が得られる。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　〔形態１８〕　更に、形態１８の印刷指示装置は、形態１７の印刷指示装置において、
　前記切替時間変更指示手段で指示できる切替時間の上限を１５～３０分の範囲内とした
ことを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１６の印刷システムにおける印刷指示装置と同等の作用
及び効果が得られる。
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　〔形態１９〕　一方、上記目的を達成するために、形態１９の印刷装置管理用装置は、
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置を管理する印刷装置管理用装置であって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ取得手段によって取
得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段と、認証情報を取
得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段で取得した認証情報に基づいて前記印
刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定手段と、前記印刷装置の状態を制御する動作
状態制御手段と、前記印刷ジョブ記憶手段に保存された印刷ジョブのうち前記利用適格判
定手段が利用適格を有すると判定した印刷ジョブを前記印刷装置に送信する印刷ジョブ送
信手段とを有し、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷ジョブを取得後に、前記印刷処理の待機時の駆動電
力を低減する省電力状態を前記印刷処理を実行可能とする稼働状態に移行させる省電力解
除命令を前記印刷装置に送信するようになっていることを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１２の印刷システムにおける印刷装置管理用装置と同等
の作用及び効果が得られる。
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　〔形態２０〕　更に、形態２０の印刷装置管理用装置は、形態１９の印刷装置管理用装
置において、
　前記印刷ジョブを取得後に、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に設定されている
切替時間の情報である設定時間情報を取得する設定時間情報取得手段と、前記印刷ジョブ
保存手段を有する装置が前記印刷ジョブを取得後の時刻情報を取得し、当該取得した時刻
情報と、前記設定時間情報取得手段によって取得した設定時間情報とに基づき、当該印刷
ジョブに対する前記稼動状態の有効期限を算出する有効期限算出手段と、現在の時刻情報
を取得し、当該時刻情報と、当該有効期限算出手段によって算出された有効期限とに基づ
き、現在の時刻が前記有効期限を経過したか否かを監視する経過有無監視手段とを更に有
し、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段の検出結果および前記経過有無監
視手段の監視結果に基づき、前記印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、または当該印刷
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ジョブの前記有効期限が切れたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記印刷指示先の印刷装置に送信するようになっていると共に
、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に現在設定されている切替時間を、当該印刷ジ
ョブに対応する前記設定時間情報の示す切替時間に変更させる切替時間変更命令を前記印
刷指示先の印刷装置に送信するようになっていることを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１２の印刷システムに従属する形態１４の印刷システム
おける印刷装置管理用装置と同等の作用及び効果が得られる。
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　〔形態２１〕　更に、形態２１の印刷装置管理用装置は、形態２０の印刷装置管理用装
置において、
　前記切替時間変更手段によって変更された切替時間に基づき、前記有効期限を更新する
有効期限更新手段を更に有し、
　前記動作状態制御手段は、前記データ記憶手段が、同一の前記印刷装置に対する有効期
限内の複数の印刷ジョブを保存しているときに、前記印刷処理完了検出手段の検出結果お
よび前記経過有無監視手段の監視結果に基づき、前記保存された複数の印刷ジョブのうち
、いずれか一の印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、またはいずれか一の印刷ジョブの
前記有効期限が切れたときに、次に有効期限の切れる印刷ジョブに対応した前記設定時間
情報を、前記印刷処理が完了または前記有効期限が切れた印刷ジョブに対応した設定時間
情報に変更するようになっており、前記保存された複数の印刷ジョブから有効期限内の印
刷ジョブが無くなったときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移行させる
省電力移行命令を前記印刷指示先の印刷装置に送信するようになっていると共に、当該印
刷装置に現在設定されている前記切替時間を、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、
最後に印刷処理が完了した印刷ジョブまたは最後に有効期限が切れた印刷ジョブに対応す
る設定時間情報に変更させる切替時間変更命令を当該印刷装置に送信するようになってい
ることを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１２の印刷システムに従属する形態１５の印刷システム
おける印刷装置管理用装置と同等の作用及び効果が得られる。
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　〔形態２２〕　一方、上記目的を達成するために、形態２２の印刷装置は、
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置であって、
　印刷ジョブ記憶手段に保存された印刷ジョブのうち利用適格を有する印刷ジョブに基づ
いて印刷処理を行う印刷処理手段と、動作状態制御手段からの命令と当該印刷装置の状態
を稼働状態から省電力状態へと切り替えるまでの稼動状態の待機時間である切替時間に対
する経過時間とのいずれか一方に基づいて、当該印刷装置の状態を、前記印刷処理手段に
よる印刷処理を実行可能とする稼働状態と前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省
電力状態とのいずれか一方に切り換える省電力切替手段とを有することを特徴としている
。
　このような構成であれば、形態１０の印刷システムにおける印刷装置と同等の作用及び
効果が得られる。
【手続補正３６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　〔形態２３〕　また、上記目的を達成するために、形態２３の印刷装置は、
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置であって、
　前記印刷ジョブを受信する印刷ジョブ受信手段と、前記印刷ジョブ受信手段で受信した
印刷ジョブに基づいて印刷処理を行う印刷処理手段と、前記印刷装置の状態を制御する動
作状態制御手段からの命令と当該印刷装置の状態を稼働状態から省電力状態へと切り替え
るまでの稼動状態の待機時間である切替時間に対する経過時間とのいずれか一方に基づい
て、当該印刷装置の状態を、前記印刷処理手段による印刷処理を実行可能とする稼働状態
と前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省電力状態とのいずれか一方に切り換える
省電力切替手段とを有することを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１２の印刷システムにおける印刷装置と同等の作用及び
効果が得られる。
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　〔形態２４〕　更に、形態２４の印刷装置は、形態２２又は２３の印刷装置において、
　前記動作状態制御手段からの切替時間変更命令に基づき、当該印刷装置において設定さ
れている前記切替時間を変更する切替時間変更手段を更に有することを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１１の印刷システムにおける印刷装置と同等の作用及び
効果が得られる。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　〔形態２５〕　更に、形態２５の印刷装置は、形態２２乃至２４のいずれか１の印刷装
置において、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得手段と、前記印刷ジョブ取得手段によって取
得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段と、認証情報を取
得する認証情報取得手段と、前記認証情報取得手段で取得した認証情報に基づいて前記印
刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定手段と、前記印刷装置の状態を制御する動作
状態制御手段とを更に有し、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷ジョブを取得後に、前記印刷処理の待機時の駆動電
力を低減する省電力状態を前記印刷処理を実行可能とする稼働状態に移行させる省電力解
除命令を前記省電力切替手段に出力するようになっており、前記印刷処理完了検出手段に
よって当該印刷ジョブの印刷処理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼
動状態から前記省電力状態に移行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力する
ようになっていることを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１３の印刷システムにおける印刷装置と同等の作用及び
効果が得られる。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　〔形態２６〕　更に、形態２６の印刷装置は、形態２５の印刷装置において、
　前記印刷ジョブを取得後に、当該印刷装置に設定されている前記切替時間の情報である
設定時間情報を取得する設定時間情報取得手段と、前記印刷ジョブを取得後の時刻情報を
取得し、当該取得した時刻情報と、前記設定時間情報取得手段によって取得した設定時間
情報とに基づき、当該印刷ジョブに対する前記稼動状態の有効期限を算出する有効期限算
出手段と、現在の時刻情報を取得し、当該時刻情報と、当該有効期限算出手段によって算
出された有効期限とに基づき、現在の時刻が前記有効期限を経過したか否かを監視する経
過有無監視手段とを更に有し、
　前記動作状態制御手段は、前記印刷処理完了検出手段の検出結果および前記経過有無監
視手段の監視結果に基づき、前記印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、または当該印刷
ジョブの前記有効期限が切れたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移
行させる省電力移行命令を前記省電力切替手段に出力するようになっていると共に、当該
印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に現在設定されている切替時間を、当該印刷ジョブに
対応する前記設定時間情報の示す切替時間に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間
変更手段に出力するようになっていることを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１３の印刷システムに従属する形態１４の印刷システム
における印刷装置と同等の作用及び効果が得られる。
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８３】
　〔形態２７〕　更に、形態２７の印刷装置は、形態２６の印刷装置において、
　前記切替時間変更手段によって変更された切替時間に基づき、前記有効期限を更新する
有効期限更新手段を更に有し、
　前記動作状態制御手段は、前記データ記憶手段が、有効期限内の複数の印刷ジョブを保
存しているときに、前記印刷処理完了検出手段の検出結果および前記経過有無監視手段の
監視結果に基づき、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、いずれか一の印刷ジョブの
印刷処理が完了したとき、またはいずれか一の印刷ジョブの前記有効期限が切れたときに
、次に有効期限の切れる印刷ジョブに対応した前記設定時間情報を、前記印刷処理が完了
または前記有効期限が切れた印刷ジョブに対応した設定時間情報に変更するようになって
おり、前記保存された複数の印刷ジョブから有効期限内の印刷ジョブが無くなったときに
、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移行させる省電力移行命令を前記省電力
切替手段に出力するようになっていると共に、当該印刷装置に現在設定されている前記切
替時間を、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、最後に印刷処理が完了した印刷ジョ
ブまたは最後に有効期限が切れた印刷ジョブに対応する設定時間情報に変更させる切替時
間変更命令を前記切替時間変更手段に出力するようになっていることを特徴としている。
　このような構成であれば、形態１３の印刷システムに従属する形態１５の印刷システム
における印刷装置と同等の作用及び効果が得られる。
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
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　〔形態２８〕　また、上記目的を達成するために、形態２８の印刷指示プログラムは、
　印刷ジョブの印刷指示を行う印刷指示装置として動作するコンピュータに実行させるの
に使用する印刷指示プログラムであって、
　前記印刷ジョブを、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に対応した、前記印刷ジョ
ブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存手段を有する装置に送信する印刷指示
ステップと、前記印刷装置に設定されている当該印刷装置の状態を、印刷処理を実行可能
とする稼働状態から前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省電力状態へと切り替え
るまでの前記稼動状態の待機時間である切替時間の変更指示を行う切替時間変更指示ステ
ップとからなる処理を前記コンピュータに実行させるのに使用するプログラムを含むこと
を特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態１７の印刷指示装置と同等
の作用及び効果が得られる。
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　〔形態２９〕　更に、形態２９の印刷指示プログラムは、形態２８の印刷指示プログラ
ムにおいて、
　前記切替時間変更指示ステップにおいて指示できる切替時間の上限を１５～３０分の範
囲内としたことを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態１８の印刷指示装置と同等
の作用及び効果が得られる。
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　〔形態３０〕　また、上記目的を達成するために、形態３０の印刷装置管理プログラム
は、
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置を管理する印刷装置管理用装置として動作
するコンピュータに実行させるのに使用する印刷装置管理プログラムであって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得ステップと、前記印刷ジョブ取得ステップに
おいて取得した前記印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存ステップ
と、認証情報を取得する認証情報取得ステップと、前記認証情報取得ステップにおいて取
得した認証情報に基づいて前記印刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定ステップと
、前記印刷装置の状態を制御する動作状態制御ステップと、前記印刷装置における前記印
刷処理の完了を検出する印刷処理完了検出ステップと、前記印刷ジョブ記憶手段に記憶さ
れた印刷ジョブのうち前記利用適格判定ステップにおいて利用適格を有すると判定した印
刷ジョブを前記印刷装置に送信する印刷ジョブ送信ステップとからなる処理を前記コンピ
ュータに実行させるのに使用するプログラムを含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記印刷ジョブを取得後に、前記印刷処理の待
機時の駆動電力を低減する省電力状態を前記印刷処理を実行可能とする稼働状態に移行さ
せる省電力解除命令を前記印刷装置に送信するようになっており、前記印刷処理完了検出
ステップにおいて当該印刷ジョブの印刷処理が完了したことが検出されたときに、前記状
態を前記稼動状態から前記省電力状態に移行させる省電力移行命令を前記印刷装置に送信
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することを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態１９の印刷装置管理用装置
と同等の作用及び効果が得られる。
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　〔形態３１〕　更に、形態３１の印刷装置管理プログラムは、形態３０の印刷装置管理
プログラムにおいて、
　前記印刷ジョブを取得後に、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に設定されている
切替時間の情報である設定時間情報を取得する設定時間情報取得ステップと、前記印刷ジ
ョブを取得後の時刻情報を取得し、当該取得した時刻情報と、前記設定時間情報取得ステ
ップにおいて取得した設定時間情報とに基づき、当該印刷ジョブに対する前記稼動状態の
有効期限を算出する有効期限算出ステップと、現在の時刻情報を取得し、当該時刻情報と
、当該有効期限算出ステップにおいて算出された有効期限とに基づき、現在の時刻が前記
有効期限を経過したか否かを監視する経過有無監視ステップとからなる処理をコンピュー
タに実行させるのに使用するプログラムを更に含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記印刷処理完了検出ステップにおける検出結
果および前記経過有無監視ステップにおける監視結果に基づき、前記印刷ジョブの印刷処
理が完了したとき、または当該印刷ジョブの前記有効期限が切れたときに、前記状態を前
記稼動状態から前記省電力状態に移行させる省電力移行命令を前記印刷指示先の印刷装置
に送信すると共に、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に現在設定されている切替時
間を、当該印刷ジョブに対応する前記設定時間情報の示す切替時間に変更させる切替時間
変更命令を前記印刷指示先の印刷装置に送信することを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２０の印刷装置管理用装置
と同等の作用及び効果が得られる。
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　〔形態３２〕　更に、形態３２の印刷装置管理プログラムは、形態３１の印刷装置管理
プログラムにおいて、
　前記切替時間変更ステップにおいて変更された切替時間に基づき、前記有効期限を更新
する有効期限更新ステップをコンピュータに実行させるのに使用するプログラムを更に含
み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記データ記憶手段が、同一の前記印刷装置に
対する有効期限内の複数の印刷ジョブを保存しているときに、前記印刷処理完了検出ステ
ップにおける検出結果および前記経過有無監視ステップにおける監視結果に基づき、前記
保存された複数の印刷ジョブのうち、いずれか一の印刷ジョブの印刷処理が完了したとき
、またはいずれか一の印刷ジョブの前記有効期限が切れたときに、次に有効期限の切れる
印刷ジョブに対応した前記設定時間情報を、前記印刷処理が完了または前記有効期限が切
れた印刷ジョブに対応した設定時間情報に変更し、前記保存された複数の印刷ジョブから
有効期限内の印刷ジョブが無くなったときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状
態に移行させる省電力移行命令を前記印刷指示先の印刷装置に送信すると共に、当該印刷



(19) JP 2007-6434 A5 2008.7.3

装置に現在設定されている前記切替時間を、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、最
後に印刷処理が完了した印刷ジョブまたは最後に有効期限が切れた印刷ジョブに対応する
設定時間情報に変更させる切替時間変更命令を当該印刷装置に送信することを特徴として
いる。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２１の印刷装置管理用装置
と同等の作用及び効果が得られる。
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　〔形態３３〕　一方、上記目的を達成するために、形態３３の印刷装置制御プログラム
は、
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置を制御するのに使用する印刷装置制御プロ
グラムであって、
　印刷ジョブ記憶手段に保存された印刷ジョブのうち利用適格を有する印刷ジョブに基づ
いて印刷処理を行う印刷処理ステップと、前記印刷装置の状態を制御する動作状態制御ス
テップによって送られてきた命令と前記印刷装置の状態を稼働状態から省電力状態へと切
り替えるまでの稼動状態の待機時間である切替時間に対する経過時間とのいずれか一方に
基づいて、前記印刷装置の状態を、前記印刷処理ステップによる印刷処理を実行可能とす
る稼働状態と前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減する省電力状態とのいずれか一方に
切り換える省電力切替ステップとからなる処理をコンピュータに実行させるのに使用する
プログラムを含むことを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２２の印刷装置と同等の作
用及び効果が得られる。
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　〔形態３４〕　また、上記目的を達成するために、形態３４の印刷装置制御プログラム
は、
　印刷ジョブに基づき印刷処理を行う印刷装置を制御するのに使用する印刷装置制御プロ
グラムであって、
　前記印刷ジョブを受信する印刷ジョブ受信ステップと、前記印刷ジョブ受信ステップに
おいて受信した印刷ジョブに基づいて印刷処理を行う印刷処理ステップと、前記印刷装置
の状態を制御する動作状態制御ステップによって送られてきた命令と前記印刷装置の状態
を稼働状態から省電力状態へと切り替えるまでの稼動状態の待機時間である切替時間に対
する経過時間とのいずれか一方に基づいて、前記印刷装置の状態を、前記印刷処理ステッ
プによる印刷処理を実行可能とする稼働状態と前記印刷処理の待機時の駆動電力を低減す
る省電力状態とのいずれか一方に切り換える省電力切替ステップとからなる処理をコンピ
ュータに実行させるのに使用するプログラムを含むことを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２３の印刷装置と同等の作
用及び効果が得られる。
【手続補正４８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　〔形態３５〕　更に、形態３５の印刷装置制御プログラムは、形態３３又は３４の印刷
装置制御プログラムにおいて、
　前記動作状態制御ステップからの切替時間変更命令に基づき、前記印刷装置において設
定されている前記切替時間を変更する切替時間変更ステップをコンピュータに実行させる
のに使用するプログラムを更に含むことを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２４の印刷装置と同等の作
用及び効果が得られる。
【手続補正４９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　〔形態３６〕　更に、形態３６の印刷装置制御プログラムは、形態３３乃至３５のいず
れか１の印刷装置制御プログラムにおいて、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得ステップと、前記印刷ジョブ取得ステップに
おいて取得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存ステップと、
認証情報を取得する認証情報取得ステップと、前記認証情報取得ステップにおいて取得し
た認証情報に基づいて前記印刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定ステップと、前
記印刷装置の状態を制御する動作状態制御ステップとからなる処理をコンピュータに実行
させるのに使用するプログラムを更に含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記印刷ジョブを取得後に、前記省電力状態を
前記稼働状態に移行させる省電力解除命令を前記省電力切替ステップに出力し、前記印刷
処理完了検出ステップにおいて当該印刷ジョブの印刷処理が完了したことが検出されたと
きに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移行させる省電力移行命令を前記省
電力切替ステップに出力することを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２５の印刷装置と同等の作
用及び効果が得られる。
【手続補正５０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９３】
　〔形態３７〕　更に、形態３７の印刷装置制御プログラムは、形態３６の印刷装置制御
プログラムにおいて、
　前記印刷ジョブを取得後に、前記印刷装置に設定されている前記切替時間の情報である
設定時間情報を取得する設定時間情報取得ステップと、前記印刷ジョブを取得後の時刻情
報を取得し、当該取得した時刻情報と、前記設定時間情報取得ステップにおいて取得した
設定時間情報とに基づき、当該印刷ジョブに対する前記稼動状態の有効期限を算出する有
効期限算出ステップと、現在の時刻情報を取得し、当該時刻情報と、当該有効期限算出ス
テップにおいて算出された有効期限とに基づき、現在の時刻が前記有効期限を経過したか
否かを監視する経過有無監視ステップとからなる処理をコンピュータに実行させるのに使
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用するプログラムを更に含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記印刷処理完了検出ステップにおける検出結
果および前記経過有無監視ステップにおける監視結果に基づき、前記印刷ジョブの印刷処
理が完了したとき、または当該印刷ジョブの前記有効期限が切れたときに、前記状態を前
記稼動状態から前記省電力状態に移行させる省電力移行命令を前記省電力切替ステップに
出力すると共に、前記印刷装置に現在設定されている切替時間を、当該印刷ジョブに対応
する前記設定時間情報の示す切替時間に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間変更
ステップに出力することを特徴としている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２６の印刷装置と同等の作
用及び効果が得られる。
【手続補正５１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　〔形態３８〕　更に、形態３８の印刷装置制御プログラムは、形態３７の印刷装置制御
プログラムにおいて、
　前記切替時間変更ステップにおいて変更された切替時間に基づき、前記有効期限を更新
する有効期限更新ステップをコンピュータに実行させるのに使用するプログラムを更に含
み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記データ記憶手段が、有効期限内の複数の印
刷ジョブを保存しているときに、前記印刷処理完了検出ステップにおける検出結果および
前記経過有無監視ステップにおける監視結果に基づき、前記保存された複数の印刷ジョブ
のうち、いずれか一の印刷ジョブの印刷処理が完了したとき、またはいずれか一の印刷ジ
ョブの前記有効期限が切れたときに、次に有効期限の切れる印刷ジョブに対応した前記設
定時間情報を、前記印刷処理が完了または前記有効期限が切れた印刷ジョブに対応した設
定時間情報に変更するようになっており、前記保存された複数の印刷ジョブから有効期限
内の印刷ジョブが無くなったときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状態に移行
させる省電力移行命令を前記省電力切替ステップに出力すると共に、前記印刷装置に現在
設定されている前記切替時間を、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、最後に印刷処
理が完了した印刷ジョブまたは最後に有効期限が切れた印刷ジョブに対応する設定時間情
報に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間変更ステップに出力することを特徴とし
ている。
　このような構成であれば、コンピュータによってプログラムが読み取られ、読み取られ
たプログラムに従ってコンピュータが処理を実行すると、形態２７の印刷装置と同等の作
用及び効果が得られる。
【手続補正５２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　〔形態３９〕　一方、上記目的を達成するために、形態３９の印刷方法は、
　印刷ジョブに基づいて印刷処理を行う印刷装置を備え、認証を得て前記印刷装置が前記
印刷処理を行う印刷方法であって、
　前記印刷ジョブを取得する印刷ジョブ取得ステップと、前記印刷ジョブ取得ステップに
おいて取得した印刷ジョブを印刷ジョブ記憶手段に保存する印刷ジョブ保存ステップと、
認証情報を取得する認証情報取得ステップと、前記認証情報取得ステップにおいて取得し
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た認証情報に基づいて前記印刷ジョブの利用適格を判定する利用適格判定ステップと、前
記印刷装置の状態を制御する動作状態制御ステップと、前記印刷装置における前記印刷処
理の完了を検出する印刷処理完了検出ステップと、前記動作状態制御ステップよって送ら
れてきた命令と前記印刷装置の状態を稼働状態から省電力状態へと切り替えるまでの稼動
状態の待機時間である切替時間に対する経過時間とのいずれか一方に基づいて、前記印刷
装置の状態を、前記印刷処理を実行可能とする稼働状態と前記印刷処理の待機時の駆動電
力を低減する省電力状態とのいずれか一方に切り換える省電力切替ステップとを含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記印刷ジョブ保存ステップを実行する装置が
前記印刷ジョブを取得後に、前記省電力状態を前記稼働状態に移行させる省電力解除命令
を前記省電力切替ステップに出力し、前記印刷処理完了検出ステップにおいて当該印刷ジ
ョブの印刷処理が完了したことが検出されたときに、前記状態を前記稼動状態から前記省
電力状態に移行させる省電力移行命令を前記省電力切替ステップに出力することを特徴と
している。
【手続補正５３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　これにより、形態１０の印刷システムと同等の効果が得られる。
　ここで、本方法は、印刷装置を、その他の装置、端末、機器等と通信可能に接続したネ
ットワークシステムによって実現することが可能である。この場合、印刷ジョブ取得ステ
ップ、印刷ジョブ保存ステップ、認証情報取得ステップ、利用適格判定ステップ、動作状
態制御ステップおよび印刷処理完了検出ステップは、印刷装置、その他の機器等のいずれ
において実行されてもよい。
【手続補正５４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　〔形態４０〕　更に、形態４０の省電力認証方法は、形態３９の印刷方法において、
　前記印刷ジョブの印刷指示を行う印刷指示装置を、前記印刷ジョブ保存ステップを実行
する装置とデータ通信可能に接続し、
　前記印刷指示装置に対しては、
　前記印刷ジョブを、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に対応した前記印刷ジョブ
保存ステップを実行する装置に送信する印刷指示ステップと、前記印刷装置に設定されて
いる前記切替時間の変更指示を行う切替時間変更指示ステップとを含み、
　前記印刷装置に対しては、
　前記動作状態制御ステップからの切替時間変更命令に基づき、当該印刷装置において設
定されている前記切替時間を変更する切替時間変更ステップを含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記切替時間変更指示ステップからの指示に応
じて、前記切替時間変更ステップに切替時間変更命令を出力し、前記印刷処理完了検出ス
テップにおいて、前記切替時間が変更された印刷装置に対応する印刷ジョブの印刷処理が
完了したことが検出されたとき、または変更後の前記切替時間が経過したときに、印刷指
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示先の印刷装置に現在設定されている切替時間を、変更前の切替時間に戻すための切替時
間変更命令を前記切替時間変更ステップに出力することを特徴としている。
　これにより、形態１１の印刷システムと同等の効果が得られる。
【手続補正５６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　〔形態４１〕　更に、形態４１の印刷方法は、形態３９又は４０の印刷方法において、
　前記印刷装置を管理する印刷装置管理用装置を、前記印刷装置とデータ通信可能に接続
し、
　前記印刷装置管理用装置に対しては、
　前記印刷ジョブ取得ステップと、前記印刷ジョブ保存ステップと、前記認証情報取得ス
テップと、前記利用適格判定ステップと、前記動作状態制御ステップと、前記印刷処理完
了検出ステップと、前記印刷ジョブ記憶手段に記憶された印刷ジョブのうち前記利用適格
判定ステップにおいて利用適格を有すると判定した印刷ジョブを前記印刷装置に送信する
印刷ジョブ送信ステップとを含み、
　前記印刷装置に対しては、
　前記印刷ジョブを受信する印刷ジョブ受信ステップを含み、前記印刷処理ステップにお
いては、前記印刷ジョブ受信ステップにおいて受信した印刷ジョブに基づいて印刷処理を
行うことを特徴としている。
　これにより、形態１２の印刷システムと同等の効果が得られる。
【手続補正５７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１００】
　〔形態４２〕　更に、形態４２の印刷方法は、形態３９又は４０の印刷方法において、
　前記印刷装置に対しては、
　前記印刷ジョブ取得ステップと、前記印刷ジョブ保存ステップと、前記認証情報取得ス
テップと、前記利用適格判定ステップと、前記動作状態制御ステップと、前記印刷処理完
了検出ステップとを含むことを特徴としている。
　これにより、形態１３の印刷システムと同等の効果が得られる。
【手続補正５８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０１】
　〔形態４３〕　更に、形態４３の印刷方法は、形態４０乃至４２のいずれか１の印刷方
法において、
　前記印刷ジョブ保存ステップを実行する装置が前記印刷ジョブを取得後に、当該印刷ジ
ョブの印刷指示先の印刷装置に設定されている切替時間の情報である設定時間情報を取得
する設定時間情報取得ステップと、前記印刷ジョブ保存ステップを実行する装置が前記印
刷ジョブを取得後の時刻情報を取得し、当該取得した時刻情報と、前記設定時間情報取得
ステップにおいて取得した設定時間情報とに基づき、当該印刷ジョブに対する前記稼動状
態の有効期限を算出する有効期限算出ステップと、現在の時刻情報を取得し、当該時刻情
報と、当該有効期限算出ステップにおいて算出された有効期限とに基づき、現在の時刻が
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前記有効期限を経過したか否かを監視する経過有無監視ステップとを含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記印刷処理完了検出ステップにおける検出結
果および前記経過有無監視ステップにおける監視結果に基づき、前記印刷ジョブの印刷処
理が完了したとき、または当該印刷ジョブの前記有効期限が切れたときに、前記状態を前
記稼動状態から前記省電力状態に移行させる省電力移行命令を前記省電力切替ステップに
出力すると共に、当該印刷ジョブの印刷指示先の印刷装置に現在設定されている切替時間
を、当該印刷ジョブに対応する前記設定時間情報の示す切替時間に変更させる切替時間変
更命令を前記切替時間変更ステップに出力することを特徴としている。
　これにより、形態１４の印刷システムと同等の効果が得られる。
　ここで、上記「経過有無監視ステップ」は、継続的な監視又は断続的な監視の少なくと
も一方を行うことが可能である。
【手続補正５９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　〔形態４４〕　更に、形態４４の印刷方法は、形態４３の印刷方法において、
　前記切替時間変更ステップにおいて変更された切替時間に基づき、前記有効期限を更新
する有効期限更新ステップを含み、
　前記動作状態制御ステップにおいては、前記データ記憶手段が、同一の前記印刷装置に
対する有効期限内の複数の印刷ジョブを保存しているときに、前記印刷処理完了検出ステ
ップにおける検出結果および前記経過有無監視ステップにおける監視結果に基づき、前記
保存された複数の印刷ジョブのうち、いずれか一の印刷ジョブの印刷処理が完了したとき
、またはいずれか一の印刷ジョブの前記有効期限が切れたときに、次に有効期限の切れる
印刷ジョブに対応した前記設定時間情報を、前記印刷処理が完了または前記有効期限が切
れた印刷ジョブに対応した設定時間情報に変更し、前記保存された複数の印刷ジョブから
有効期限内の印刷ジョブが無くなったときに、前記状態を前記稼動状態から前記省電力状
態に移行させる省電力移行命令を前記省電力切替ステップに出力すると共に、当該印刷装
置に現在設定されている前記切替時間を、前記保存された複数の印刷ジョブのうち、最後
に印刷処理が完了した印刷ジョブまたは最後に有効期限が切れた印刷ジョブに対応する設
定時間情報に変更させる切替時間変更命令を前記切替時間変更ステップに出力することを
特徴としている。
　これにより、形態１５の印刷システムと同等の効果が得られる。
【手続補正６０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　〔形態４５〕　更に、形態４５の印刷方法は、形態４０乃至４４のいずれか１の印刷方
法において、
　前記設定する切替時間の上限を１５～３０分の範囲内としたことを特徴としている。
　これにより、形態１６の印刷システムと同等の効果が得られる。
【手続補正６１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８３】
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　上記実施の形態において、印刷指示部１１及びデータ通信部１０による印刷ジョブの送
信処理は、形態３の出力指示手段、又は形態１１若しくは１７の印刷指示手段に対応し、
切替時間変更指示部１４は、形態３、１１、１７及び１８のいずれか１の切替時間変更指
示手段に対応する。
　また、上記実施の形態において、ステップＳ１０８は、形態２８又は４０の印刷指示ス
テップに対応する。
【手続補正６２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８４】
　また、上記実施の形態において、ステップＳ２００～ステップＳ２１４は、形態２８、
２９及び４０のいずれか１の切替時間変更指示ステップに対応する。
　また、上記実施の形態において、印刷ジョブ保存部１７は、形態１、２、３、４及び６
のいずれか１の出力データ保存手段、又は形態８、９、１０、１１、１２、１３、１４、
１７、１９、２０、２５及び２８いずれか１の印刷ジョブ保存手段に対応し、データ記憶
部１８及び記憶装置６２は、形態１、２、３、４、６及び７のいずれか１の出力データ記
憶手段、又は形態８、９、１２、１５、１７、１９、２２、２５、２８、３０、３３、３
６、３９及び４１のいずれか１の印刷ジョブ記憶手段に対応する。
【手続補正６３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８５】
　また、上記実施の形態において、動作状態制御部１９は、形態１、２、３、４、６、７
、８～１５及び１９～２７のいずれか１の動作状態制御手段に対応し、設定時間情報取得
部２０は、形態６、１４、２０及び２６のいずれか１の設定時間情報取得手段に対応し、
有効期限監視部２１は、形態６、７、１４、１５、２０、２１、２６及び２７のいずれか
１の経過有無監視手段に対応する。
【手続補正６４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８６】
　また、上記実施の形態において、カードリーダ２２は、形態１、２、４、８、９、１２
及び１９のいずれか１の認証情報取得手段に対応し、ユーザ認証部２３は、形態１、２、
４、８、９、１２及び１９のいずれか１の利用適格判定手段に対応し、印刷ジョブ送信部
２４は、形態４の出力データ送信手段、又は形態１２若しくは１９の印刷ジョブ送信手段
に対応する。
【手続補正６５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８７】
　また、上記実施の形態において、ステップＳ３００～Ｓ３０６は、形態３０、３９、４
０、４１及び４３のいずれか１の印刷ジョブ保存ステップに対応し、ステップＳ４００～
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ステップＳ４２８は、形態３０、３１、３２、３９、４０、４１、４３及び４４のいずれ
か１の動作状態制御ステップに対応する。
　また、上記実施の形態において、ステップＳ５００は、形態３０、３９、４１及び４２
のいずれか１の認証情報取得ステップに対応し、ステップＳ５０２，Ｓ５０４は、形態３
０、３９、４１及び４２のいずれか１の利用適格判定ステップに対応し、ステップＳ５０
６，Ｓ５０８は、形態３０又は４１の印刷ジョブ送信ステップに対応し、ステップＳ５１
０～Ｓ５１８は、形態３０、３１、３２、３９、４０、４１、４３及び４４のいずれか１
の動作状態制御ステップに対応し、ステップＳ６００～Ｓ６１２は、形態３０、３１、３
２、３９、４０、４１、４３及び４４のいずれか１の動作状態制御ステップに対応する。
【手続補正６６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　また、上記実施の形態において、省電力部２７は、形態１、２、４、６、７、８、９、
１０、１４、１５、２２、２３、２５、２６及び２７のいずれか１の省電力切替手段に対
応し、切替時間変更部２８は、形態３、６、７、１１、１５及び２１のいずれか１の切替
時間変更手段に対応し、印刷処理部３０は、形態１、２及び４のいずれか１の出力処理手
段、又は形態８、９及び１２のいずれか１の印刷処理手段に対応し、データ通信部２５及
び制御命令伝送部２６による印刷ジョブの受信処理は、形態４の出力データ受信手段、又
は形態１２の印刷ジョブ受信手段に対応する。
【手続補正６７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８９】
　また、上記実施の形態において、ステップＳ８００～Ｓ８１６は、形態３８、３９、４
３及び４４のいずれか１の省電力切替ステップに対応し、ステップＳ９００～Ｓ９０２は
、形態３２、４０、４３及び４４のいずれか１の切替時間変更ステップに対応し、ステッ
プＳ１０００は、形態４１の印刷ジョブ受信ステップに対応し、ステップＳ１００２，Ｓ
１００４は、形態４１の印刷処理ステップに対応する。
【手続補正６８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９１】
　上記実施の形態において、印刷ジョブ保存部１７は、形態１、２、３、５及び６のいず
れか１の出力データ保存手段、又は形態８、９、１２、１４、１７、２５及び２８のいず
れか１の印刷ジョブ保存手段に対応し、データ記憶部１８及び記憶装置６２は、形態１、
２、３、５、６及び７のいずれか１の出力データ記憶手段、又は形態８、９、１２、１５
、１７、１９、２２、２５、２８、３３、３６、３９及び４１のいずれか１の印刷ジョブ
記憶手段に対応する。
【手続補正６９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１９２】
　また、上記実施の形態において、動作状態制御部１９は、形態１、２、３、５、６、７
、８、９、１０、１３、１４、１５、２２、２３、２４、２５、２６及び２７のいずれか
１の動作状態制御手段に対応し、設定時間情報取得部２０は、形態６、１４及び２６のい
ずれか１の設定時間情報取得手段に対応し、有効期限監視部２１は、形態６、７、１４、
１５、２６及び２７のいずれか１の経過有無監視手段に対応する。
【手続補正７０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　また、上記実施の形態において、カードリーダ２２は、形態１、２、５、８、９、１３
及び２５のいずれか１の認証情報取得手段に対応し、ユーザ認証部２３は、形態１、２、
５、８、９、１３及び２５のいずれか１の利用適格判定手段に対応する。
　また、上記実施の形態において、ステップＳ３００～Ｓ３０６は、形態３６、３９、４
０、４１、４２及び４３のいずれか１の印刷ジョブ保存ステップに対応し、ステップＳ４
００～ステップＳ４２８は、形態３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４
２、４３及び４４のいずれか１の動作状態制御ステップに対応する。
【手続補正７１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９４】
　また、上記実施の形態において、ステップＳ５００は、形態３６、３９、４１及び４２
のいずれか１の認証情報取得ステップに対応し、ステップＳ５０２，Ｓ５０４は、形態３
６、３９、４１及び４２のいずれか１の利用適格判定ステップに対応し、ステップＳ５１
０～Ｓ５１８は、形態３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４２、４３及
び４４のいずれか１の動作状態制御ステップに対応し、ステップＳ６００～Ｓ６１２は、
形態３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９、４０、４２、４３及び４４のいずれか
１の動作状態制御ステップに対応する。
【手続補正７２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９５】
　また、上記実施の形態において、省電力部２７は、形態１、２、５、６、７、８、９、
１０、１４、１５、２２、２３、２５、２６及び２７のいずれか１の省電力切替手段に対
応し、切替時間変更部２８は、形態３、６、７、１１、１５、２１、２４、２６及び２７
のいずれか１の切替時間変更手段に対応し、印刷処理部３０は、形態１又は２の出力処理
手段、又は形態８、９、２２及び２３のいずれか１の印刷処理手段に対応し、データ通信
部２５及び制御命令伝送部２６による印刷ジョブの受信処理は、形態２３の印刷ジョブ受
信手段に対応する。
【手続補正７３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０１９６】
　また、上記実施の形態において、ステップＳ８００～Ｓ８１６は、形態３３、３４、３
６、３７、３８、３９、４３及び４４のいずれか１の省電力切替ステップに対応し、ステ
ップＳ９００～Ｓ９０２は、形態３５、３７、３８、４０、４３及び４４のいずれか１の
切替時間変更ステップに対応し、ステップＳ１０００は、形態３４の印刷ジョブ受信ステ
ップに対応し、ステップＳ１００２，Ｓ１００４は、形態３３、３４及び４１のいずれか
１の印刷処理ステップに対応する。
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